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ハイパースペクトル画像解析～ Spectral Angle Mapper

 　処理画面を開きます。
　メインメニュー＞ [ 画像 ] ＞ [ ハイパースペクトル ]

2）[ スペクトルライブラリ ] を押して、分類に使用する画像スペクトルオブジェクトを選択します。

SAMPLIBS/SAMPLIB1 オブジェクトを選択します

※ SAMPLIB1･･･ カプライト画像の中の一般的な 3
つの変質鉱物が比較的高純度に存在している部分
からの画像スペクトルが含まれています

[ 開く ] アイコン＞ [HyperCube Object( ハイパーキューブ・オブジェクト )] を選び、
CUP97CUB.rvc プロジェクト・ファイル内の Cuprite97 オブジェクトを選択します。

1）ハイパースペクトル画像を開きます。

Sample Data
cup97	 /CUP97CUB.RVC
	 /SAMPLIBS.RVC
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参考：TNT 入門「ハイパースペクトル画像の解析」
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4）[ 分類 ] ボタンを押し、分類結果ラスタを出力します。

ア ル ゴ リ ズ ム メ ニ ュ ー か ら
[Spectral Angle Mapper（ ス
ペクトル角マッパー）] を選
択します。

337,336_Alunite スペクトルを選択し、[ 加
える ] を押します。

「エンドメンバー」パネルに追加されます。

3）[ 分類 ] タブで、分類アルゴリズムとターゲットスペクトル ( エンドメンバー ) を指定します。

〈分類出力ラスタを選択してくだ
さい〉ウィンドウで、出力ラスタ
のファイル名を指定します。
[ 名前の自動割り振り ] を押すと自
動で 2 つのオブジェクトに名前が
割り振られます。

SAM_test.rvc

スペクトル角の値が「しきい値」より小
さいセルは、Class ラスタのエンドメン
バー・クラスに割り当てられます。特定
のターゲット・スペクトルに適した値を
見つけるにはいくつかの値で試す必要が
あります。

Tutorial
P17



3

5）出力したオブジェクトを表示します。

Alunite ターゲット・スペクトルに対応するス
ペクトル角ラスタ。値が小さい部分（最も暗い
色調の部分）はスペクトルが最も良く一致する
ことを示します。

Spectral Angle（スペクトル角）ラスタに重ねて表示
された Class（クラス）ラスタ。エンドメンバー・ク
ラスに割り当てられたセルは赤で示しています。

memo：上図の通り赤で表示するに
は、ラスタの表示設定が必要。
Class ラスタに出力されるセル値は
1。カラーパレットの [ 編集 ] を押し
て「1」に対応するカラーを赤にする。

[ レイヤの追加 ] アイコンから、出
力 し た ラ ス タ (SAM_test.rvc / 角
度・クラス ) を選択します。


